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審 査 結 果 要 旨
近年，チタン合金製生体材料に代わる材料として，生体分解性の特性を有するマグネシウム合金の
応用が検討されている。マグネシウム合金は生体内で組織液と反応して分解が進むため，局所循環血
流量の影響を受けると考えられている。本研究では，局所循環量に影響を与える要因として，周囲組
織の治癒とマグネシウム合金が分解する際に出現し周囲を取り囲む腐食生成物の析出を評価し，マグ
ネシウム合金の生体内での分解のメカニズムを解明することを目的としている。
材料は２．０×３．０×０．１mmのマグネシウム合金，AZ３１を用い，移植前にマイクロCTでの体積測定，
またSEM/EDXで表面の形態，構成元素の分布を分析した。つぎに生食と擬似体液を用い浸漬試験を
行い，浸漬１，２，４週後のマイクロCTによる分解挙動および体積減少率を，またSEM/EDXで表面の
形態，構成元素の分布を観察した。動物実験としてラットを用い，隣接組織および循環血液量を考慮
し，脛骨骨膜下，頭頂骨骨膜下，背部皮下脂肪内，腹腔内，大腿四頭筋中の計５部位に移植している。
移植１，２，４週後，サンプルと取り出し浸漬試験と同様にマイクロCT，SEM/EDXで分析した。また
移植部位の組織を病理組織学的に観察し，周囲組織の創傷治癒における組織変化を病理組織学的にス
コア化し評価し比較した。
浸漬試験後のマグネシウム合金の体積減少率は生食群が擬似体液群より高値を示した。ラット移植
試験後のマグネシウム合金の分解挙動は移植部位により異なり，体積減少率は腹腔内が最大で大腿部
が最小となった。表面に析出した腐食生成物の体積は経時的に増加し移植部位によって差がみられ
た。表面の不規則な形状を示す腐食生成物の構成元素はリン，カルシウムからなり，分布および濃度
は不均一であった。周囲組織の病理組織学的スコアにおいて，すべての群が術後１週に高値を示した。
以上の結果から，マグネシウムの分解挙動は正常時の局所循環血液量に依存しないと考察した。腐
食生成物の析出は分解に影響を与える可能性があることが示唆されたが，組織内では腐食生成物の析
出が一様ではないため分解に影響は少ないとしている。従ってマグネシウム合金の分解挙動は創傷治
癒に最も影響を受けるとした。このことはマグネシウム合金製デバイスが，使用部位の治癒を考慮し
た材料の設計が必要であることが示唆され，今後，使用用途や部位に応じて表面処理や構成元素の改
良が必要であると考察している。
 これらの結果は，マグネシウム合金を使用目的に沿って，安全に用いることができるための重要な
知見であり，既存の非分解性金属材料の代替材料として用いることで，低侵襲歯科治療に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は，博士（歯学）の学位授与に値するものとして認める。
